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調査結果のポイント

News Release 　　　　　2004年4月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　情報通信総合研究所

「ネット社会に対する意識と展望に関する調査結果について」

　　　　　－　およそ８割のユーザーが情報漏洩やウイルス感染に不安を感じる一方、　　　　　　　　　　

今後の医療・福祉分野などの充実を期待する声が高まる　－

　株式会社情報通信総合研究所 (東京都中央区日本橋人形町2-14-10、代表取締役社長:藤田 潔)ではこの度、

｢ネット社会に対する意識と展望｣に関する調査を実施いたしました。現在、インターネットは私たちの生活に浸透

し、その用途も多様化すると共に、インターネットを取り巻く様々な問題が発生してきています。こうした問題を解

決し、安心・安全なネット利用を考えるプロジェクトの一貫として、ネット社会に対する「不安」、「メリット」、「今後の

期待」を浮き彫りにするためのアンケートを実施いたしました。主な調査結果は以下のとおりです。

１.ネット社会に対する不安
不安を感じるのは、「ウイルス」（78.3％）「個人情報の流出」（ 78.2％）「ハッカー」（61.2％）。それ以外
　に、ユーザー層別ではネット初心者はインターネットを「使いこなせない」不安が高く、ヘビーユーザー
　は「ハードやネットワーク故障で生活に支障」への不安も高い
　　◆ウイルス、個人情報の流出、ハッカーに対する不安は、全ユーザータイプ共に（分類方法については図表2　

　　参照）大きく感じている。それ以外では、ネット初心者はインターネットを「使いこなせない」不安、ヘビーユーザー

　　は「ハードやネットワーク故障で生活に支障」への不安も高い。また、インターネットの利用全体に対しては、「非

　　常に安心感がある」、「やや安心感がある」ユーザーが全体の18.7％であったことに対して、「非常に不安を感じ

　　る」、「やや不安を感じる」と答えたユーザーはほぼ２倍の34.5％であった。　（図表1、2）

不安を最も感じる具体的な利用シーンは、コマース・コミュニティ関連サービス。しかし、利用をやめた

　ユーザーは少数に留まる

　　◆最も不安を感じることの多い利用シーンは、オンラインショッピングやネットバンキング、オークションなどの

　　　　コマース関連サービスであった。次に不安の多かった利用シーンはBBSやチャットなどのコミュニティ関連サー

　　　　ビスである。ただし、不安が高いにも関わらずサービスの利用をやめたユーザーは少数に留まる。（図表3）

「ウィルス」、「個人情報の流出」、「ハッカー」への不安は今後更に高まる

　　◆今後より不安が高まるものは、「ウィルス」「個人情報の流出」「ハッカー」など。特に、今後の不安は新人ユー　

　　　ザーの方がベテランユーザーに比べて大きく、インターネット初心者に対する対策が求められる。（図表4、5）

２.ネット社会に対するメリット
感じるメリットは、「知識が増える」（84.9％）「楽しい」（76.5％）「視野が広がる」（69.5％）　　　　　　　　　
　◆ヘビーユーザーの方がライトユーザーに比べてメリットを大きく感じている。反面、「社交的になった」、「自己主

　　張ができるようになった」、「癒される」、「一体感を感じる」とのメリット感はあまり見られなかった。（図表6、7）

　　

３.今後のネット社会に対する期待
「就業機会の増加」や「医療・福祉の充実」など社会公共的な充実への期待が高まる。
　　◆今後のネット社会の進展に期待することは「就業機会の増加」や「医療・福祉サービスの充実」、実現すると　

　　思うものは「商品やサービスをその場で購入」や「新たな娯楽」が上位となり、期待することと実現すると思う　　　

　　ものに差が見られた。また、昨年の調査と比べて、期待と共に実現すると思う割合も増加している。（図表8）
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（１）調査名　　　　　｢ネット社会に対する意識と展望に関する調査｣

（２）調査方法　　　ウェブ･アンケート調査
　　　　　　　　（株）情報通信総合研究所が企画運営するマーケティング・サイト「MIN」上で実施

（３）調査期間 2004年2月10日（火）～2月16日（月）
（４）有効回答者数 7,095名

＊本調査では、インターネット利用について、原則として自宅又は個人的な利用（会社等で仕事で利用したり、
　学校の授業で利用したりする場合を除いて、私的に利用する場合）について回答していただきました。
＊インターネット接続回線については、ＡＤＳＬ、ＣＡＴＶインターネット、光回線、固定無線インターネットをブロー
　ドバンドと定義しました。

調査概要

株式会社情報通信総合研究所の概要

1985年6月に、国内外の情報通信に関する調査・研究を専門とするシンクタンクとして設立されました。固定通

信や移動通信、インターネット・ＩＴ、通信と放送の融合から地域の情報化まで、情報通信の広範な分野にわた

る調査研究、コンサルティング、マーケティング、出版事業などの活動を展開しております。

【本リリースに関するお問合せ先】

株式会社情報通信総合研究所

情報流通ビジネス研究グループ

土屋、中沢

TEL 03-3663-7153

E-mail tsuchiya@icr.co.jp

　　　　　nakazawa@icr.co.jp

本プロジェクトの概要

本プロジェクトは、「ネット社会の未来を考える」をテーマに、ネット社会の「影」の問題を含む基本的な問題につ

いて調査研究を行い、ネット社会の健全な発展に寄与することを目的とするものです。現在までの主な活動の

詳細は弊社ホームページをご覧下さい。

URL：http://www.icr.co.jp/crisis/
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ベ
テ
ラ
ン

ヘ
ビ
ー

新
人
ヘ
ビ
ー
ベ
テ
ラ
ン
ラ
イ
ト

新
人
ラ
イ
ト

ベ
テ
ラ
ン

ヘ
ビ
ー

新
人
ヘ
ビ
ー
ベ
テ
ラ
ン
ラ
イ
ト

新
人
ラ
イ
ト

ベ
テ
ラ
ン

ヘ
ビ
ー

新
人
ヘ
ビ
ー
ベ
テ
ラ
ン
ラ
イ
ト

新
人
ラ
イ
ト

ベ
テ
ラ
ン

ヘ
ビ
ー

新
人
ヘ
ビ
ー
ベ
テ
ラ
ン
ラ
イ
ト

新
人
ラ
イ
ト

ベ
テ
ラ
ン

ヘ
ビ
ー

新
人
ヘ
ビ
ー
ベ
テ
ラ
ン
ラ
イ
ト

新
人
ラ
イ
ト

ベ
テ
ラ
ン

ヘ
ビ
ー

新
人
ヘ
ビ
ー
ベ
テ
ラ
ン
ラ
イ
ト

新
人
ラ
イ
ト

＜
ウ
ィ
ル
ス
の
被
害
＞

＜
ハ
ッ
カ
ー
の
被
害
＞

＜
犯
罪
に
結
び
つ
く
情
報
を
受
け
取
っ
て
し
ま
う
＞

＜
サ
イ
ト
や
シ
ョ
ッ
プ
が
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
く
れ
な
い
＞

＜
意
図
し
な
い
高
額
料
金
請
求
＞

＜
匿
名
に
よ
る
迷
惑
行
為
を
受
け
る
＞

図
表
5
.ネ
ッ
ト
社
会
に
対
す
る
不
安
（
今
後
高
ま
る
不
安
②
）

不安が増加

ベ
テ
ラ
ン
ヘ
ビ
ー
（
ｎ

=1803）
、
新
人
ヘ
ビ
ー
（
ｎ

=1319）
、
ベ
テ
ラ
ン
ラ
イ
ト
（
ｎ

=1852）
、
新
人
ラ
イ
ト
（
ｎ

=1899）

減少減少 不安が増加
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図
表
6
.イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
メ
リ
ッ
ト

2.1

2.43.9

4.0

4.07.012.0

9.9

11.8

9.813.8

15.622.9

18.8

15.4

16.1

16.6

18.4

18.4

4.7

5.68.19.6

14.8

17.9

20.5

20.2

17.4

27.9

28.2

26.2

23.9

26.6

28.2

25.9

26.5

25.4

8.0

15.2

18.4

26.9

32.1

28.0

38.2

37.5

42.8

34.5

34.330.4

37.6

40.0

39.4

45.3

44.2

45.7

49.2

52.5

49.7

43.441.9

34.933.3

23.9

23.0

24.219.3

18.0

16.7

15.7

14.4

13.210.0

8.9

8.47.0

0.4

20.5

10.6

24.6

30.1

45.9

35.7

24.0

19.615.7

13.010.7

8.57.27.2

5.44.2

3.63.0

3.6

3.2

2.61.9

1.8

1.81.4 0.3

0.3

0.3

0.3

0.4

0.5

0.3

0.4

0.4

0.3

0.3

0.8

0.40.3

0.40.3

0.3

0.4

0.6

0%
20%

40%
60%

80%
100%

知
識
が
増
え
る

楽
し
い

視
野
が
広
が
る

賢
く
行
動
で
き
る

ワ
ク
ワ
ク
、
ど
き
ど
き

世
界
を
身
近
に
感
じ
る

寂
し
さ
が
紛
れ
る

時
間
の
使
い
方
が
う
ま
く
な
る

お
金
の
使
い
方
が
う
ま
く
な
る

生
活
に
ハ
リ
や
意
欲

ほ
っ
と
す
る

癒
さ
れ
る

一
体
感

素
直
に
な
れ
る

決
断
力
、
行
動
力
が
高
ま
る

優
秀
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る

社
交
的
に
な
っ
た

発
言
力
が
高
ま
っ
た

自
己
主
張
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

他
人
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

全
く
感
じ
な
い
あ
ま
り
感
じ
な
い
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
少
し
感
じ
る
非
常
に
感
じ
る
不
明

＜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
メ
リ
ッ
ト
＞

（
Ｎ

=7095）

84.9
％

76.5
％

69.5
％



In
foC

om
 R

esearch
, In

c.

図
表
7
.イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
メ
リ
ッ
ト
（
ユ
ー
ザ
ー
層
別
）

＜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
お
い
て
感
じ
る
メ
リ
ッ
ト

/ユ
ー
ザ
ー
タ
イ
プ
別
＞

ベ
テ
ラ
ン
ヘ
ビ
ー

新
人
ヘ
ビ
ー

ベ
テ
ラ
ン
ラ
イ
ト

新
人
ラ
イ
ト
（
Ｎ

=1899）
（
Ｎ

=1852）
（
Ｎ

=1319）
（
Ｎ

=1803）

・
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
度
合
い
を

-２
～

+２
の
５
段
階
ス
ケ
ー
ル
で
評
価
し
た
も
の

・
ユ
ー
ザ
ー
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
開
始
時
期
の
平
均
を

2000
年
と
し
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
ユ
ー
ザ
ー
を
ベ
テ
ラ
ン
ユ
ー
ザ
ー
、
そ
れ
以
降
か
ら
の
ユ
ー
ザ
ー
を
新
人
ユ
ー
ザ
ー
と
し
た

。
　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
時
間
の
平
均
を
１
０
時
間

/週
と
し
、
そ
れ
以
下
の
ユ
ー
ザ
ー
を
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
、
そ
れ
以
上
の
ユ
ー
ザ
ー
を
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
と
し
た
。
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す
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さ
れ
る

寂
し
さ
が
紛
れ
る

素
直
に
な
れ
る

一
体
感

楽
し
い

ワ
ク
ワ
ク
、
ど
き
ど
き

知
識
が
増
え
る

優
秀
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る

決
断
力
、
行
動
力
が
高
ま
る

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る

0.76

-0.03

0.63

0.34
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0.04

-0.4

-0.45

-0.44

-0.49

0.83

-0.04

0.58

0.31
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-0.4

-0.43

-0.4

-0.49

0.68

-0.02

0.56

0.26

-0.05

-0.14

-0.48

-0.55

-0.55

-0.58

0.7

-0.01

0.53

0.23

-0.21-0.05

-0.51

-0.57

-0.58

-0.65

-1
-0.5

0
0.5

1
1.5

他
人
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

自
己
主
張
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

発
言
力
が
高
ま
っ
た

社
交
的
に
な
っ
た

生
活
に
ハ
リ
や
意
欲

お
金
の
使
い
方
が
う
ま
く
な
る

世
界
を
身
近
に
感
じ
る

賢
く
行
動
で
き
る

時
間
の
使
い
方
が
う
ま
く
な
る

視
野
が
広
が
る
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図
表
8
.今
後
の
ネ
ッ
ト
社
会
の
展
望

＜
ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
に
よ
っ
て
期
待
す
る
こ
と

/実
現
す
る
と
思
う
こ
と
（
昨
年
か
ら
の
推
移
）
＞

（
％
）

（
％
）

期
待
す
る

実現すると思う

低

低

高

高

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

0
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0
6
0
7
0

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

0
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0
6
0
7
0

行
政
サ
ー
ビ
ス

商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
そ
の
場
で
購
入

快
適
な
住
環
境

い
つ
で
も
様
々
な
娯
楽新
た
な
人
材
教
育

消
費
者
活
動
促
進

人
間
関
係
が
広
が
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
社
会
促
進

国
家
間
友
好
促
進

環
境
問
題
へ
の
対
応

地
域
経
済

活
性
化

生
涯
教
育
促
進女
性
の
社
会
進
出
促
進

経
済
成
長

新
た
な
娯
楽

就
業
機
会
の
増
加

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
充
実

：
昨
年
（

2003.1）
：
今
年
（

2004.2）
：
推
移

（
Ｎ

=7095）

期
待
、
実
現

共
に
高
ま
る
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.3

9
.011
.9

7
.1

2
2
.6

6
.1

0
%
1
0
%
2
0
%
3
0
%
4
0
%
5
0
%

会
社
員
・
公
務
員

自
営
業
・
自
由
業

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

学
生

主
婦

そ
の
他

図
表
9
. 回
答
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

＜
性
別
＞

＜
年
齢
＞

＜
職
業
＞

（
Ｎ

=7095）

男
性
4
5
.7
%

女
性
5
3
.7
%

不
明
0
.6
%

２
０
代
2
0
%

３
０
代
3
9
%

４
０
代
2
5
%

６
０
歳
以
上4%

５
０
代
8%

１
０
代
4%

（
Ｎ

=7095）
（
Ｎ

=7095）

5
.1

7
.3

1
1
.0

2
0
.62
2
.1

6
.7

1
.7

7
.4

1
5
.4

1
.7

0
.7

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

ア
ナ
ロ
グ
回
線

IS
D
N

A
D
S
L
（
1
.5
M
）

A
D
S
L
（
8
M
）

A
D
S
L
（
1
2
M
）

A
D
S
L
（
2
4
～
2
6
M
）

A
D
S
L
（
4
0
～
4
5
M
）

光
回
線

C
A
T
V
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

携
帯
電
話
・
P
H
S

そ
の
他

ｎ
=
6
8
0
9

ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
率

84.9％

＜
自
宅
で
利
用
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
＞




